
市

が

各

世

帯

へ

の

回

覧

板

で

「

意

見

募

集

中

」

と

「

財

政

危

機

」

を

煽

っ

て

い

ま

す

。

井

上

議

員

は

、

「

財

政

『

危

機

』

の

本

質

と
責
任
を
覆
い
隠
す
も
の
。

結

局

は

、

改

悪

を

ガ

マ

ン

せ

よ

と

い

う

だ

け

の

話

」

と

、

以

下

の

よ

う

に

批

判

し
て
い
ま
す
。

○

市

長

の

言

う

『

改

革

』

と

は

市

民

に

と

っ

て

は

改

悪

の

こ

と

。

間

違

っ

た

言

葉
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。

○

「

市

民

生

活

を

守

る

」

と

か

「

魅

力

あ

ふ

れ

る

京

都

」

な

ど

と

ケ

ム

に

ま

い

て
い
る
。

○

「

危

機

的

な

財

政

」

を

口

実

に

、
「

倒

産

」

な

ど

と

市

民

を

脅

か

し

て

い

ま

す

が

、

そ

の

「

危

機

」

が

本

当

だ

と

し

て

も

、

そ

の

責

任

は

歴

代

市

長

と

予

算

に

賛

成

し

て

き

た

議

員

に

あ

る

。

市

民

に

は

責

任

は

な

い

。
「

市

内

高

速

道

路

な

ど

大

型

事

業

の

ム

ダ

遣

い
の
反
省
が
な
い
」

○

今

も

、

北

陸

新

幹

線

誘

致

や

芸

大

移

転

な

ど

大

型

事

業

を

推

進

し

よ

う

と

し

て
い
る
。

○

国

の

大

企

業

減

税

が

市

の

法

人

市

民

税

減

収

に

連

動

、

ま

た

地

方

交

付

税

公

費

金

と

い

う

国

か

ら

市

へ

の

お

金

が

減

ら

さ

れ

て

い

る

の

に

、
「

国

の

財

政

も

大

変

」

な

ど

と

、

国

に

追

随

。

軍

備

拡

大

や

政

党

助

成

金

な

ど

、

国

に

は

お

金

が
あ
る
の
に
。

○

回

覧

で

は

「

市

独

自

の

施

策

の

見

直

し

」

と

だ

け

で

、

国

保

料

や

保

育

料

値

上

げ

な

ど

、

具

体

的

な

改

悪

内

容

は

全

然

書

か

れ

て

市

民

の

方

の

ご

意

見

を

紹
介
し
ま
す
。

○

地

下

鉄

の

契

約

変

更

や

高

速

道

路

な

ど

大

型

事

業

が

間

違

い

だ

っ

た

。

も

っ

と

市

電

を

重

視

し

て

、

大

い
ま
せ
ん
。

○

「

倒

産

を

意

味

す

る

財

政

再

生

団

体

」

と

の

こ

と

で

す

が

、
「

再

生

団

体

」

自

体

が

国

の

自

治

体

へ

の

干
渉
の
代
物
で
す
。

○

市

が

「

破

綻

」

と

言

っ

て

い

る

の

は

、

借

金

が

返

せ

な

く

な

る

、
「

と

い

う

意

味

で

す

が

、

で

は

何

年

に

い

く

ら

返

さ

な

け

れ

ば

な
ら
な
い
と
い
う
数
字
は
、

全

然

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

。

等

々

型

車

の

市

内

流

入

や

荷

下

ろ

し

の

時

間

制

限

を

す

る

な

ど

、

ム

ダ

を

排

し

、

環

境

に

や

さ

し

い

ま

ち

を

。

○

車

よ

り

人

間

に

や

さ

し

い
ま
ち
を
。

○

「

財

政

危

機

」

だ

と

し

て

も

、

そ

れ

は

市

長

の

責

任
だ
。
ま
ず
反
省
す
べ
き
。

○

ビ

ジ

ョ

ン

が

な

く

、

行

き

当

た

り

ば

っ

た

り

だ

。

○

首

都

圏

へ

の

人

口

流

出

問

題

を

何

と

か

し

て

ほ

し

い
。

○

人

口

減

少

と

オ

ー

バ

ー

ツ

ー

リ

ズ

ム

の

問

題

を

何

と
か
し
て
ほ
し
い
。

○

宿

泊

施

設

の

過

剰

建

造

の

問

題

を

何

と

か

し

て

ほ

し
い
。

○

私

た

ち

社

会

的

弱

者

に

し

わ

寄

せ

が

き

て

ほ

し

く

な
い
。

国
保
料

値
上
げ
は
来
年
度

市
長
の
「
改
革
計
画
案
」

で

は

、

国

保

に

つ

い

て

、

「

見

直

し

を

検

討

」

と

し

か

書

か

れ

て

い

な

い

が

予

定

は

ど

う

か

、

と

井

上

議

員

が

追

及

。

市

は

「

来

年

度

予

算

で

提

案

」

と

し

ぶ

し
ぶ
答
え
ま
し
た
。

こんにちは、

日本共産党井上けんじです
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市会議員団ホームページ http://cpgkyoto.jp/ E-mail info@cpgkyoto.jp ２０２１年７月４日

市政報告学習会開く
６月２５日、下京・南区合同、三市

議共催で、市政報告学習会を開催、市

長の「行財政改革計画案」への市民意

見の応募を呼びかけました。

同計画案は、「財政危機」を理由に

国保料や保育料、学童保育利用料の値

上げ、敬老乗車証の改悪、健康増進セ

ンターの見直し（廃止？）など、市民

サービス切捨てのオンパレードです。

市民意見は、「国保料値上げしない

で、敬老乗車証は今のままで」等と紙

に書いて FAX で送るだけ。郵送でも
議員に渡して頂いても OK、などと意
見交換しました。「市長はお金がない

と言いながら、いくらかかるか分から

ない北陸新幹線を推進しようとしてい

る。地下水に最悪の影響が出るのに」

などとのご意見も頂戴しました。

本
質
と
責
任
を
覆
い
隠
す
市
の
「
回
覧
板
」

結
局
「
改
革
」
（
＝
改
悪
）
を
ガ
マ
ン
せ
よ
と
言
う
だ
け
の
話

市
民
意
見
の
具
体
例

食料支援の取組がありました(６月２０日、六孫王神社)


